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《
高
齢
者
》

　

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸

を
実
現
し
、
自
ら
も
地
域
社
会

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
質
の
高
い
保
健
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
し
た
介
護
保
険
制

度
の
確
立
を
目
指
す
た
め
、
病

院
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

平
取
町
社
会
福
祉
協
議
会
や
平

取
福
祉
会
、
企
業
等
が
相
互
に
連

携
し
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
体
制
の

強
化
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
を
初
年
度

と
す
る
第
９
期
平
取
町
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、「
い
つ
ま
で
も

共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」
を

目
標
に
、
町
民
一
人
一
人
の
意
識

の
高
ま
り
と
合
わ
せ
、
地
域
共
生

社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
各
種

施
策
を
展
開
し
ま
す
。

《
障
が
い
者
》

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
意
向
を

的
確
に
反
映
し
、
地
域
に
必
要
な

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援

及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
な
ど

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に
提

供
で
き
る
よ
う
令
和
６
年
度
に

ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
１
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

平
取
養
護
学
校
高
等
部
の
卒

業
生
を
含
む
障
が
い
の
あ
る
方

が
、
可
能
な
限
り
地
域
で
の
自
立

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

就
労
の
場
の
拡
充
と
住
居
な
ど

の
確
保
が
求
め
ら
れ
、
関
係
団
体

と
連
携
協
議
し
、
具
体
的
な
整
備

を
検
討
し
ま
す
。

《
医
療
》

　

平
取
町
国
民
健
康
保
険
病
院

は
、
町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
の
病
院
と
し
て
、
関
係
機
関
と

も
連
携
強
化
を
推
進
し
、
地
域

が
必
要
と
す
る
医
療
の
展
開
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

病
院
経
営
に
関
し
て
は
、
医
師

を
中
心
と
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
努
力
に
よ
り
収
益
は
改
善
傾

向
が
顕
著
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
医
師
の

働
き
方
改
革
、
６
月
は
診
療
報
酬

の
改
定
が
あ
り
、
医
療
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
に
大
き
な
変
化
が

訪
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。
医
師
や

医
療
従
事
者
等
の
継
続
的
な
確

保
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域

に
お
け
る
平
取
町
国
民
健
康
保
険

病
院
が
持
つ
役
割
を
発
揮
し
、
諸

課
題
に
も
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
国
の
公
立

病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
た
「
平
取
町
国
民
健
康

保
険
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
を

も
と
に
、
経
営
の
健
全
化
の
具
体

的
な
方
策
や
様
々
な
角
度
か
ら

の
検
討
を
行
い
、
持
続
可
能
な
地

域
医
療
を
提
供
で
き
る
病
院
づ

く
り
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

《
子
育
て
》

　

令
和
２
年
度
に
「
平
取
町
子

ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を

策
定
し
、「
平
取
町
の
子
ど
も
が
、

健
や
か
に
育
ち
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
を
目

的
に
掲
げ
、
子
育
て
支
援
に
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
対
す
る
孤
立
感
や

負
担
感
を
抱
え
る
家
庭
へ
の
支

援
を
は
じ
め
、
結
婚
や
出
産
・
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な

ど
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ

と
を
め
ぐ
る
諸
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
は
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
基
づ
き
、「
質
の
高
い
幼
児

期
の
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提

供
」「
教
育
・
保
育
の
量
的
確
保
」

「
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
充
実
」
な
ど
に
向
け
た
取
り
組

み
を
今
後
も
推
進
す
る
と
と
も

に
、
平
取
町
の
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
子
ど

も
を
持
ち
た
い
と
思
う
人
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
立
荷
菜
へ
き
地
保
育
所
が
、

園
児
の
減
少
に
よ
り
令
和
５
年

度
で
閉
所
す
る
こ
と
と
な
り
、
紫

雲
古
津
へ
き
地
保
育
所
も
今
後

の
入
園
児
の
状
況
か
ら
令
和
６

年
度
末
で
閉
所
と
な
る
見
込
み

で
す
。
児
童
数
の
減
少
は
、
民
間

保
育
所
の
経
営
に
も
支
障
を
き

た
す
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
平

取
町
の
保
育
体
制
に
つ
い
て
、
関

係
者
と
の
協
議
の
う
え
、
現
実
的

な
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

活
力
を
生
む
ま
ち
づ
く
り

《
農
業
》

　

平
取
町
の
主
要
作
物
で
あ
る

ト
マ
ト
の
栽
培
は
、
昨
年
は
猛
暑

等
の
影
響
に
よ
り
販
売
額
が
伸

び
悩
ん
だ
状
況
で
し
た
が
、「
び

ら
と
り
ト
マ
ト
」
の
ブ
ラ
ン
ド

は
確
実
に
定
着
し
、
全
国
屈
指
の

産
地
と
し
て
の
地
位
を
築
く
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
生
産
農
家
の
高
齢
化

や
離
農
に
よ
り
作
付
面
積
は
減

少
し
、
後
継
者
や
新
た
な
担
い
手

を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地

を
守
り
産
地
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
新
規
就

農
受
入
・
支
援
制
度
に
加
え
、
令

和
５
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し

た
「
就
農
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
場
」
に

お
け
る
農
業
研
修
生
の
受
け
入

れ
を
進
め
、
次
の
世
代
を
担
う
人

材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ト
マ
ト
と
並
ぶ
平
取
町
ブ
ラ

ン
ド
の
「
び
ら
と
り
和
牛
」
は
、

農
業
生
産
費
が
、
未
だ
に
コ
ロ
ナ

禍
や
円
安
、
国
際
紛
争
の
影
響
か

ら
高
騰
し
続
け
、
依
然
と
し
て
和

牛
生
産
に
か
か
る
需
給
動
向
が

消
費
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
取
町
畜
産
公
社
を
含
む
畜
産

農
家
の
経
営
は
、
今
な
お
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
状
況
を
鑑
み
、
び
ら
と
り
和
牛

ブ
ラ
ン
ド
の
継
承
や
畜
産
公
社

の
経
営
方
針
等
に
つ
い
て
、
町
内

の
関
係
農
家
、
農
協
、
関
係
団
体

と
情
報
を
共
有
し
、
様
々
な
視
点

で
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

酪
農
・
養
豚
・
軽
種
馬
等
の
畜

産
振
興
に
つ
い
て
、
生
産
者
及
び

関
係
団
体
と
協
議
連
携
し
、
平
取

町
と
し
て
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
と
農
村
生
活

環
境
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

農
業
の
持
続
的
発
展
、
農
村
の
振

興
、食
料
の
安
定
供
給
、多
面
的
機

能
の
発
揮
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
畑
地
化
促
進
事
業

に
よ
る
水
田
の
畑
地
化
が
急
速

に
進
み
、
市
町
村
に
よ
る
「
地
域

計
画
」
の
策
定
が
求
め
ら
れ
、
町

内
各
地
域
の
農
業
将
来
像
を
ま

と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
畑
地

化
後
、
農
地
の
有
効
活
用
に
向
け

た
流
動
化
や
農
業
施
設
の
効
率

的
な
維
持
管
理
な
ど
、
各
地
域
で

の
農
業
課
題
等
に
つ
い
て
地
域

で
話
し
合
い
を
持
ち
、
関
係
機
関

と
十
分
に
協
議
を
重
ね
、
地
域
が

主
体
と
な
っ
た
計
画
と
な
る
よ

う
進
め
て
い
き
ま
す
。

《
林
業
》

　

森
林
が
有
す
る
多
面
的
機
能

を
総
合
的
か
つ
高
度
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
、
適
切
な
森
林
管
理
を

進
め
、
町
有
林
の
循
環
型
経
営

を
確
立
し
、
事
業
量
の
安
定
を
図

り
、
森
林
施
業
の
基
盤
で
あ
る
林

道
の
開
設
や
適
切
な
維
持
管
理

も
継
続
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境

税
が
国
税
と
し
て
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
、
町
民
に
広
く
森
林
環
境

維
持
の
た
め
必
要
な
財
源
で
あ

る
こ
と
の
理
解
に
努
め
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
た
民
有
林

の
間
伐
推
進
、
作
業
路
の
整
備
な

ど
安
定
し
た
森
林
整
備
を
進
め
、

人
と
木
や
森
と
の
関
わ
り
を
主

体
的
に
考
え
豊
か
な
心
を
育
む
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令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

平取町長　遠藤桂一

　

３
月
５
日
㈫
に
招
集
さ
れ
た
令
和
６
年
第
２
回
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
新
年
度
の
町
政
運
営
に
向
け
、
町
長
、

教
育
長
か
ら
執
行
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

執
行
方
針
に
つ
い
て
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

体
制
の
整
備
な
ど
、
平
取
高
校
の

魅
力
化
と
存
続
を
平
取
高
校
、
北

海
道
教
育
委
員
会
、
町
教
育
委
員

会
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
新
た

な
取
り
組
み
や
対
応
策
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

健
康
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

《
保
健
・
健
康
づ
く
り
》

　

生
涯
に
わ
た
り
、
健
や
か
で
心

豊
か
な
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
は
、

全
て
の
町
民
が
望
む
共
通
の
願

い
で
あ
り
、
自
分
ら
し
い
生
活
を

送
る
た
め
の
基
盤
で
す
。

　

国
の
「
21
世
紀
に
お
け
る
国

民
健
康
づ
く
り
運
動 

」
の
指
針

な
ど
に
も
則
り
、
新
た
な
健
康

課
題
や
社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま

え
た
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
令
和
６
年
度
を
初

年
度
と
す
る
「
第
１
期
平
取
町

健
康
増
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
本
計
画
で
は
、
生
活
習
慣
病

対
策
や
心
の
健
康
対
策
を
は
じ

め
と
し
た
７
つ
の
項
目
に
お
い

て
、
基
本
的
な
健
康
施
策
を
定
め

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
進

め
、
町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の

生
活
の
質
の
改
善
と
、
医
療
費
の

適
正
化
を
同
時
に
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
を
守
る
の
は
食
の

力
と
い
っ
た
視
点
で
、「
平
取
町

食
育
推
進
計
画
」
に
則
し
た
食
育

事
業
を
継
続
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
の
皆
様
の
町
政
へ

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
を
活
か

し
、
議
会
と
町
民
と
の
連
携
、
合

意
を
意
識
し
、
平
取
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

す
。
引
き
続
き
議
会
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
尽
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
平
取
町
各
会
計

予
算
は
、
町
民
、
議
会
か
ら
の
意

見
な
ど
も
聴
取
し
取
り
ま
と
め

た
第
６
次
平
取
町
総
合
計
画
実

施
計
画
を
基
本
と
し
編
成
い
た

し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
総
額
は

67
億
８
０
０
万
円
で
、
令
和
５
年

度
と
比
べ
１
．
９
％
、
１
億
３
，

０
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
財
源
の
確
保
な
ど
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
は
続
き
ま

す
が
、
本
予
算
の
執
行
に
あ
た
り

総
合
計
画
で
の
ま
ち
づ
く
り
の

テ
ー
マ
ご
と
に
、
重
点
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
豊
か
な
心
を
育
む

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

《
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
》

　

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法
に
基
づ

く
「
平
取
町
ア
イ
ヌ
施
策
推
進

地
域
計
画
」
は
、
二
期
目
の
５
か

年
計
画
が
令
和
６
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
第
一
期
計
画
に

基
づ
き
進
め
て
き
た
イ
オ
ル
再

生
事
業
、
21
世
紀
ア
イ
ヌ
文
化
伝

承
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、
大

学
間
連
携
事
業
、
シ
シ
ㇼ
ム
カ
文

化
大
学
運
営
事
業
な
ど
の
各
種

事
業
も
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
検

証
・
意
見
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に

内
容
の
充
実
等
を
図
り
、
継
続
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
内
外
か
ら
の
注
目
と
高
い

関
心
が
集
ま
る
ア
イ
ヌ
文
化
の

魅
力
の
情
報
発
信
を
さ
ら
に
積

極
的
に
進
め
、
当
町
の
目
指
す
伝

承
者
の
育
成
、
伝
承
に
必
要
な
自

然
素
材
の
確
保
、
各
種
団
体
と
の

文
化
交
流
促
進
な
ど
、
さ
ら
に
深

化
し
た
平
取
町
な
ら
で
は
の
ア

イ
ヌ
文
化
の
振
興
、
継
承
を
推
進

し
ま
す
。

《
平
取
高
等
学
校
の
存
続
》

　

平
取
高
等
学
校
は
年
々
入
学

者
が
減
少
し
、
地
域
連
携
校
と
し

て
入
学
者
が
10
名
に
満
た
な
い

年
が
２
年
続
け
ば
、
募
集
停
止
と

い
う
厳
し
い
状
況
で
す
。　

　

地
域
の
高
校
が
な
く
な
る
こ

と
に
よ
る
計
り
知
れ
な
い
地
域

の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、高
校
、行
政
、議
会
、町
民
、外

部
学
識
経
験
者
等
で
組
織
す
る

「
平
取
高
校
の
魅
力
化
を
図
り
存

続
さ
せ
る
会
」
で
の
協
議
な
ど
を

も
と
に
、
町
内
中
学
卒
業
生
の
平

取
高
校
へ
の
進
学
率
向
上
を
目

指
し
、
町
外
か
ら
の
入
学
者
の
獲

得
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
は
道
外
、
域
外

か
ら
複
数
の
生
徒
が
入
学
す
る

予
定
で
す
が
、
内
部
進
学
率
が
低

く
全
体
の
入
学
者
が
10
名
に
届

か
な
い
出
願
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
全
国
募
集
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
内
部
進
学
率
の
向

上
を
目
指
し
、「
び
ら
と
り
義
経

塾
」
の
運
営
を
は
じ
め
、
募
集
方

法
の
検
討
や
生
徒
の
受
け
入
れ
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《
行
政
運
営
》

　

多
様
化
、
変
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
役
場
機
能
の

構
築
と
職
員
の
育
成
に
努
め
ま

す
。
そ
の
た
め
の
研
修
の
強
化
や

他
団
体
と
の
人
事
交
流
な
ど
を

積
極
的
に
進
め
、
職
員
採
用
の
手

法
も
再
考
し
、
よ
り
優
れ
た
人
材

を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
検
討

し
ま
す
。

　

町
内
の
医
療
や
介
護
、
福
祉
関

係
施
設
や
保
育
園
等
に
お
け
る

人
材
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
待
遇
改
善
等
の
支

援
を
制
度
化
し
、
必
要
な
人
材
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
庁
舎
や
消
防
庁

舎
、
そ
の
他
改
築
を
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
施
設
等
に
つ
い

て
、
利
便
性
や
経
済
性
な
ど
も
考

慮
し
、
本
町
市
街
地
エ
リ
ア
の
公

共
施
設
の
効
率
的
な
整
備
を
進

め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
築
の

整
備
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
財
政
運
営
》

　

財
政
運
営
に
関
し
て
は
、中
長

期
的
な
視
点
で
常
に
財
政
状
況

を
検
証
し
、
健
全
化
と
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
、
６
年
度
の
予
算

編
成
は
、
人
件
費
、
公
債
費
等
の

義
務
的
経
費
の
増
加
に
よ
り
、
投

資
的
経
費
へ
の
充
当
一
般
財
源

が
不
足
す
る
た
め
、
基
金
か
ら
の

繰
入
額
が
増
加
し
、
令
和
６
年
度

も
５
億
円
近
い
繰
入
れ
が
予
定

さ
れ
、
財
政
の
硬
直
化
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。　

　

特
別
会
計
を
含
む
令
和
５
年

度
末
の
起
債
残
高
は
97
億
円
を

超
え
、
今
後
、
経
常
経
費
の
さ
ら

な
る
節
減
と
投
資
的
経
費
の
適

切
か
つ
慎
重
な
事
業
の
選
択
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
財
政
見
通
し
で
は
、
公

債
費
の
ピ
ー
ク
が
令
和
８
年
度

で
、
そ
れ
ま
で
は
「
我
慢
の
財
政

運
営
」が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

反
面
、
投
資
的
経
費
と
し
て
の

公
共
事
業
予
算
の
確
保
は
、
地
域

経
済
の
循
環
や
雇
用
の
確
保
と

い
っ
た
重
要
な
側
面
も
あ
り
、
国

や
道
、
関
係
機
関
等
の
制
度
に
よ

る
特
定
財
源
や
良
質
起
債
の
充

当
な
ど
を
必
須
の
条
件
と
し
な

が
ら
、
適
正
規
模
の
財
源
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
負
担
の
公
平
性

の
確
保
か
ら
、
町
税
を
は
じ
め
使

用
料
等
の
税
外
収
入
を
含
め
た

未
収
金
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
、

積
極
的
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
財
源
の
確

保
と
い
う
見
地
か
ら
も
積
極
的

に
進
め
、
平
取
町
の
魅
力
向
上
と

新
た
な
商
品
開
発
や
販
路
拡
大

へ
と
つ
な
げ
る
た
め
、
担
当
部
署

の
拡
充
を
図
り
、
寄
附
金
の
増
額

を
目
標
と
し
て
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に

い
か
に
対
応
し
克
服
す
る
か
が
、

町
政
運
営
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
国
全
体
の
将
来

の
人
口
減
少
の
現
実
か
ら
、
そ
れ

ら
を
前
提
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

へ
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
念
頭
に
、
町
民
の
皆
様

と
も
議
論
を
重
ね
、
維
持
可
能
な

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
各
種
施

策
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
や
財
政
状
況
は
、
戦
争
や

物
価
の
上
昇
、
気
候
変
動
、
コ
ロ

ナ
禍
や
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
な
ど
へ
の
対
応
な
ど
、

さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
政

策
等
の
選
択
、
施
行
は
極
め
て
難

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
議

会
、
町
民
の
皆
様
と
情
報
を
共
有

し
、
様
々
な
課
題
に
向
き
合
い
な

が
ら
、
解
決
の
手
法
を
探
り
、
こ

の
平
取
町
を
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
の
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思

い
を
覚
醒
さ
せ
、
行
動
を
触
発
す

る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る

よ
う
、
持
て
る
力
を
傾
注
し
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
ご
支
援
と
お
力
添

え
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

「
令
和
６
年
度
町
政
執
行
方
針
」

と
い
た
し
ま
す
。

《
住
環
境
》

　

町
内
で
の
暮
ら
し
や
雇
用
の

確
保
に
は
、
住
環
境
の
整
備
が
必

須
の
条
件
と
な
る
こ
と
か
ら
、
公

営
住
宅
の
整
備
を
年
次
計
画
に

沿
っ
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
令

和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
平
取

町
住
生
活
基
本
計
画
」
で
は
、
本

町
み
ど
り
が
丘
住
宅
団
地
の
建

替
え
も
含
め
た
町
内
で
の
公
営

住
宅
、
民
間
共
同
住
宅
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
、

公
営
住
宅
等
の
配
置
適
正
化
の

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和

６
年
度
は
、
よ
り
具
体
的
な
本
町

み
ど
り
が
丘
住
宅
団
地
の
基
本

計
画
の
策
定
を
進
め
、
よ
り
具
現

化
し
た
整
備
の
在
り
方
を
明
ら

か
し
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
賃
貸

住
宅
の
増
設
を
進
め
る
た
め
の

支
援
制
度
を
継
続
し
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
充
実
や
空
き
家
活
用
な

ど
も
検
討
し
、
住
宅
数
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

　

町
内
の
良
好
な
景
観
の
形
成

や
倒
壊
に
よ
る
事
故
防
止
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
廃
屋
の
撤
去
を

促
進
す
る
制
度
の
充
実
を
図
り
、

廃
屋
等
の
撤
去
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

《
環
境
・
景
観
・
エ
ネ
ル
ギ
―
》

　

国
が
掲
げ
る
２
０
５
０
年
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
の
指
針
を
受
け
、
令

和
４
年
12
月
に
「
平
取
町
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
、

「
平
取
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
行

計
画
」
を
令
和
５
年
度
に
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
計
画
に
沿
っ

て
木
質
を
は
じ
め
、
可
能
性
の
あ

る
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
に
向
け

て
さ
ら
に
具
体
的
な
検
討
を
進

め
、
域
内
経
済
の
循
環
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
の
向
上
や
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

　

平
取
町
の
魅
力
と
し
て
ア
イ

ヌ
文
化
や
農
林
業
を
育
む
自
然

豊
か
な
平
取
町
ら
し
い
景
観
を

将
来
に
も
継
承
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
平
取
町
景
観
づ
く
り

条
例
や
平
取
町
景
観
計
画
、
文
化

的
景
観
保
存
計
画
に
沿
っ
て
、
平

取
町
な
ら
で
は
の
景
観
の
保
全

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
み
ん
な
で
歩
む

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

《
協
働
》

　

平
取
町
自
治
基
本
条
例
の
主

旨
に
則
し
、
町
民
へ
の
情
報
共
有

と
住
民
参
加
に
よ
り
町
政
を
運

営
し
て
い
き
ま
す
。「
び
ら
と
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
も
継

続
し
、
今
後
も
町
民
の
力
と
ア
イ

デ
ィ
ア
を
結
集
し
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
検
討
で
き
る
仕
組
み
を

作
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
、

地
域
の
自
治
会
、
町
内
会
活
動
が

維
持
で
き
な
い
状
況
が
懸
念
さ

れ
、
各
地
域
で
の
組
織
の
在
り
方

や
再
編
な
ど
も
視
野
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
継
続
に
向
け
、
自

治
振
興
会
や
関
係
団
体
と
議
論

協
議
し
、
方
向
性
や
具
体
的
方
策

を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
を
は
じ
め
産
業
の
現
場
、

福
祉
、
医
療
な
ど
各
分
野
に
お
け

る
人
材
の
確
保
は
深
刻
な
状
況

に
あ
り
、
外
国
人
を
含
め
た
人
材

の
確
保
の
取
り
組
み
を
関
係
機

関
と
連
携
し
進
め
て
い
き
ま
す
。
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の
防
災
訓
練
も
積
極
的
に
実
施
し

ま
す
。
合
わ
せ
て
、
要
援
護
者
支

援
台
帳
シ
ス
テ
ム
や
地
域
で
の

見
守
り
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
災
害

時
に
お
け
る
高
齢
者
等
の
保
護

に
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
は
よ
り
資
機
材
の
充
実

強
化
に
努
め
、
救
急
体
制
は
各
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
救

急
隊
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
救
命
率
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
令
和
６
年
は
、
平
取
消

防
公
設
１
０
０
周
年
と
な
り
、
記

念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
取
ダ
ム
建
設
工
事
、
関
連
付

帯
工
事
が
令
和
４
年
度
で
完
成

し
、
こ
れ
に
よ
り
沙
流
川
流
域
の

治
水
対
策
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
気
候
変
動
に
よ
る
降

雨
量
の
増
加
で
、
洪
水
発
生
頻
度

は
２
倍
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、こ

れ
に
伴
い
、
沙
流
川
で
も
河
川
整

備
基
本
方
針
の
変
更
な
ど
、
新
た

な
洪
水
調
整
へ
の
取
り
組
み
が

始
ま
り
、
沙
流
川
流
域
河
川
整
備

計
画
の
変
更
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
流
域
自
治
体
と
し
て
河
道

掘
削
、
ダ
ム
湖
や
事
業
用
地
内
の

維
持
管
理
、
防
災
対
策
の
強
化
、

流
域
の
ア
イ
ヌ
文
化
関
連
調
査

の
継
続
等
に
つ
い
て
、
国
へ
の
要

請
、意
見
反
映
を
行
い
ま
す
。

「
木
育
」
の
推
進
、
町
内
の
公
共
施

設
な
ど
の
木
質
化
に
よ
る
木
材

利
用
の
促
進
を
継
続
的
に
進
め

ま
す
。

　

林
業
現
場
で
の
人
材
確
保
は
、

令
和
５
年
度
に
創
設
し
た
林
業

担
い
手
対
策
事
業
の
取
り
組
み

の
成
果
と
し
て
、
北
海
道
立
北
の

森
づ
く
り
専
門
学
院
か
ら
令
和

６
年
度
２
名
が
、
町
内
で
の
就
職

を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
担
い
手
不
足
や
作
業

従
事
者
の
高
齢
化
が
著
し
い
林

業
、
木
材
製
造
業
に
つ
い
て
、
人

材
確
保
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活

用
を
進
め
る
た
め
、
地
域
内
で
の

林
地
残
材
や
未
利
用
材
の
活
用

な
ど
に
よ
る
原
料
供
給
体
制
の

具
体
的
検
討
を
進
め
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
で
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
に
よ
る
地
域

内
経
済
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
さ

ら
な
る
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

《
商
工
業
》

　

人
口
減
少
、
時
代
の
変
化
や
消

費
者
の
価
値
観
の
変
化
な
ど
か

ら
、
平
取
町
で
も
小
売
店
や
飲
食

店
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い

ま
す
。
以
前
の
よ
う
な
商
店
経
営

が
難
し
い
環
境
で
す
が
、
生
業
と

し
て
成
り
立
つ
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
呼
応
で
き
る
職
種
や
商
法

な
ど
も
検
証
し
、
後
継
者
対
策
、

空
き
店
舗
の
活
用
や
外
部
か
ら

の
人
材
の
確
保
な
ど
、
商
工
会
と

連
携
し
積
極
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
に
よ
り

復
活
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

も
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
の
抑
制
や
雇

用
の
確
保
と
い
う
見
地
か
ら
、
企

業
誘
致
へ
の
情
報
収
集
な
ど
も

進
め
ま
す
。

《
観
光
》

　

観
光
を
契
機
と
す
る
交
流
型

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
観
光
が
他
の
産
業
を
活
性
化

し
、
雇
用
の
創
出
や
ア
イ
ヌ
文
化

の
振
興
、
人
口
の
定
住
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
、
各
種
事
業
を

進
め
ま
す
。

　

町
内
へ
人
を
呼
び
込
む
手
段

と
し
て
平
取
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
の
提
供
の
た
め
、
観
光
協
会
や

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
公
社
な
ど
関

係
団
体
と
連
携
し
、
大
胆
な
発
想

と
ア
ク
シ
ョ
ン
で
、
観
光
分
野
の

各
種
事
業
等
の
活
性
化
と
観
光

資
源
の
新
た
な
掘
り
起
こ
し
を

推
進
し
ま
す
。

　

観
光
資
源
で
あ
る
す
ず
ら
ん

群
生
地
、
二
風
谷
コ
タ
ン
、
び
ら

と
り
温
泉
ゆ
か
ら
、
義
経
神
社
、

映
画
ロ
ケ
地
な
ど
へ
の
観
光
客

の
積
極
的
な
誘
致
と
、
キ
ャ
ン

プ
場
を
有
す
る
二
風
谷
フ
ァ
ミ

リ
ー
ラ
ン
ド
や
ニ
セ
ウ
エ
コ
ラ

ン
ド
も
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
で

入
込
客
、
観
光
消
費
額
増
の
た
め

の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
日
高
山
脈
襟
裳
国
定

公
園
」
の
国
立
公
園
化
が
年
内
に

確
実
と
な
り
、
日
高
山
脈
の
秀

峰
、
幌
尻
（
ポ
ロ
シ
ㇼ
）
岳
を
有

し
、
麓
に
ア
イ
ヌ
語
地
名
や
伝
説

な
ど
が
数
多
く
残
る
平
取
町
と

し
て
、
国
立
化
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

を
活
用
し
、
来
訪
者
や
登
山
客
の

誘
致
を
図
り
ま
す
。

　　
快
適
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

《
生
活
基
盤
》

　

町
民
が
暮
ら
す
う
え
で
基
本

と
な
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
連
施

設
を
適
正
か
つ
良
好
な
状
況
で

維
持
管
理
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
自
治
体
の
大

き
な
責
務
で
す
。

　

道
路
、
橋
梁
、
河
川
、
水
道
、
生

活
雑
排
水
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
は
、
老
朽
化
が
顕
著
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
整
備
は
、
緊

急
度
、
優
先
度
を
十
分
考
慮
し
な

が
ら
長
寿
命
化
計
画
等
に
基
づ

き
、
事
業
コ
ス
ト
の
低
減
に
な
る

工
法
な
ど
も
検
討
し
進
め
ま
す
。

　

国
や
北
海
道
が
管
理
す
る
道

路
、
河
川
な
ど
の
整
備
は
、
国
道

２
３
７
号
振
内
地
区
の
拡
幅
や

道
道
平
取
静
内
線
の
貫
気
別
市

街
地
区
間
の
整
備
、
道
道
宿
志
別

振
内
停
車
場
線
の
改
良
、
河
川
の

河
道
掘
削
や
樋
門
整
備
な
ど
、
町

内
に
多
く
の
整
備
箇
所
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
に
早
期
整

備
を
強
く
要
請
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
た
め

の
移
動
手
段
の
確
保
は
、
現
在
の

路
線
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
福

祉
バ
ス
な
ど
の
体
系
の
検
証
を

進
め
、
２
０
２
４
年
問
題
等
で
の

運
転
士
等
人
材
確
保
が
厳
し
く

な
る
現
状
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域

公
共
交
通
計
画
に
沿
っ
た
、
よ
り

効
率
的
な
地
域
内
で
の
交
通
手

段
の
在
り
方
を
関
係
機
関
と
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

《
防
災
・
消
防
・
救
急
》

　

近
年
の
地
球
規
模
で
の
気
候

変
動
を
要
因
と
す
る
大
雨
や
千

島
・
日
本
海
溝
で
想
定
さ
れ
る

大
規
模
地
震
等
の
自
然
災
害
に

対
応
で
き
る
防
災
体
制
の
強
化

が
大
き
な
課
題
で
す
。
こ
れ
ら
は

「
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
関

係
機
関
と
の
綿
密
な
連
携
に
よ

り
、
特
に
当
町
で
発
生
す
る
可
能

性
が
高
い
大
雨
洪
水
に
は
、
沙
流

川
平
取
地
区
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
に
則
っ
た
行
動
を
効
果
的
に

実
行
し
、
そ
の
た
め
の
各
地
域
で

木 質 バ イオ マ スセ ン ター

幌 尻 岳

救 助 訓 練
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潤
い
と
活
気
あ
る

　  

地
域
づ
く
り
を
目
指
す

　
　
　
　
社
会
教
育
の
推
進

⑴
学
校
を
核
と
し
た

　
　
　
地
域
づ
く
り
の
推
進

♦
地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し

様
々
な
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

協
力
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
把

握
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

♦
放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
な
居
場
所
を
つ
く
り
、

多
様
な
体
験
活
動
を
通
じ
、地
域

の
教
育
力
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⑵
家
庭
・
幼
児
教
育
の
充
実

♦
家
庭
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
心

身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
が
図

ら
れ
る
学
習
機
会
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

♦
幼
児
期
は
、
小
学
校
以
降
に
お

け
る
生
き
方
の
基
礎
を
育
む
こ

と
か
ら
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

⑶
青
少
年
教
育
の
充
実
と

　
　
　
　
　
　
　
健
全
育
成

　

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の

義
務
や
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
青
少
年
を
育
成
す
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

⑷
成
人
教
育
の
充
実

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に

わ
た
り
学
習
活
動
を
行
う
た
め

の
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
持
続

可
能
な
学
び
合
い
が
で
き
る
環

境
を
整
え
ま
す
。

⑸
公
民
館
活
動
の
充
実

　

各
地
区
公
民
館
活
動
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が

必
要
と
す
る
情
報
等
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

　
芸
術
文
化
活
動
の

　
　
　
　
　
活
性
化
と
創
造

♦
各
種
文
化
団
体
に
よ
る
主
催

事
業
へ
の
後
援
及
び
助
成
支
援
、

団
体
間
の
連
携
強
化
を
推
進
し

指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

♦
優
れ
た
芸
術
文
化
の
鑑
賞
機

会
を
提
供
す
る
た
め
、
町
民
芸
術

劇
場
な
ど
、
芸
術
文
化
を
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
広
く
町
民
に
浸

透
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

 

生
涯
に
わ
た
り

　 

ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る

　
　
　
　
　
　
環
境
の
形
成

⑴
地
域
に
根
ざ
し
た

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
推
進

♦
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
行
事
を
通

じ
、
地
域
の
交
流
を
図
る
機
会
の

充
実
を
目
指
し
ま
す
。

♦
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
は
、
経
験

と
理
論
を
持
つ
優
れ
た
人
材
の

確
保
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
各
種

研
修
会
等
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

♦
全
道
・
全
国
大
会
等
へ
出
場
す

る
選
手
の
育
成
支
援
を
図
り
ま
す
。

♦
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
及
び
地
区
ス

ポ
ー
ツ
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

等
の
自
発
的
な
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

♦
「
体
育
館
だ
よ
り
」
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
効
果

的
な
情
報
提
供
を
図
り
ま
す
。

⑵
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
・
充
実

♦
安
心
し
て
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
向
上
に
努
め
ま
す
。

♦
町
民
体
育
館
な
ど
老
朽
化
す

る
施
設
整
備
が
課
題
と
な
り
ま

す
が
、
特
性
を
生
か
し
機
能
分
担

等
を
考
慮
し
た
活
用
が
で
き
る

施
設
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

♦
学
校
体
育
施
設
を
開
放
し
、
地

域
で
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
及
び

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

の
場
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
地
域
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

  

本
の
魅
力
と
と
も
に

　 

知
識
・
教
養
を
高
め
る

　
　
　
図
書
館
活
動
の
充
実

♦
住
民
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る

蔵
書
を
整
備
し
、
生
涯
に
わ
た
る

読
書
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、

読
書
推
進
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
及

び
充
実
に
努
め
ま
す
。

♦
児
童
生
徒
の
読
書
活
動
推
進

や
学
校
図
書
室
活
動
の
支
援
に

努
め
、
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
・
協
力
を
図
り
ま
す
。

　
郷
土
財
産
で
あ
る

　
　
文
化
財
の
保
護
と
活
用

　⑴
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
及
び
二
風

谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物
館
の
充
実

♦
貴
重
な
ア
イ
ヌ
文
化
を
伝
承

す
る
拠
点
と
し
て
、
所
蔵
資
料
の

適
切
な
管
理
に
努
め
、
常
設
展
示

及
び
特
別
展
の
開
催
な
ど
魅
力
あ

る
博
物
館
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

♦
平
取
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
会
を

は
じ
め
伝
承
活
動
団
体
へ
の
適

切
な
支
援
と
協
力
を
行
い
、
活
動

の
活
性
化
と
伝
承
者
の
人
材
育

成
に
努
め
、
体
験
学
習
の
魅
力
発

信
に
力
を
い
れ
ま
す
。

⑵
有
形
・
無
形
文
化
財
等
の

　
　
　
　
　
　
　
保
護
と
活
用

♦
「
旧
マ
ン
ロ
ー
邸
」
や
「
二
風

谷
遺
跡
群
出
土
品
」
な
ど
を
適
切

に
保
護
し
、
二
風
谷
の
ア
イ
ヌ
工

芸
品
の
価
値
や
来
歴
、
技
巧
な
ど

の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

♦
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
「
北
海
道
二
風
谷
及
び
周
辺

地
域
の
ア
イ
ヌ
生
活
用
具
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
の
適
切
な
保
存
管

理
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
国
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
の
ア
イ
ヌ
古
式
舞

踊
を
保
護
推
進
し
、
各
種
伝
統
行

事
や
保
存
継
承
活
動
を
支
援
し
、

地
域
の
文
化
資
源
と
し
て
有
効

な
活
用
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

平
取
町
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
「
ア
ッ
ト
ゥ
ㇱ
の
制
作
技
術
」

及
び
「
イ
タ
の
制
作
技
術
」
の
保

持
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
二
風

谷
民
芸
組
合
と
連
携
し
、
手
わ
ざ

の
継
承
や
価
値
の
普
及
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
・
ア
イ

ヌ
口
承
文
芸
の
保
存
の
た
め
二

風
谷
ア
イ
ヌ
語
教
室
や
関
係
団

体
と
連
携
し
、
継
承
活
動
を
進
め

ま
す
。

♦
代
表
的
な
ア
イ
ヌ
伝
承
地
で

あ
り
、
独
特
の
地
形
と
自
然
景
観

を
も
つ
景
勝
地
と
し
て
指
定
さ

れ
た
名
勝
ピ
ㇼ
カ
ノ
カ
「
幌
尻

岳
（
ポ
ロ
シ
ㇼ
）」・「
オ
キ
ク
ㇽ

ミ
の
チ
ャ
シ
及
び
ム
イ
ノ
カ
」
の

保
存
及
び
普
及
啓
発
と
活
用
を

推
進
し
ま
す
。

♦
重
要
文
化
的
景
観
「
ア
イ
ヌ

の
伝
統
と
近
代
開
拓
に
よ
る
沙

流
川
流
域
の
文
化
的
景
観
」
を
保

護
活
用
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
る
施
策
を
推
進
し

ま
す
。
さ
ら
に
「
全
国
文
化
的
景

観
地
区
連
絡
協
議
会
全
国
大
会
」

が
10
月
に
平
取
町
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
実
行
委
員
会
を
組

織
し
準
備
を
進
め
ま
す
。

♦
町
内
の
発
掘
調
査
に
よ
り
出

土
し
た
遺
物
は
、
埋
蔵
文
化
財
と

し
て
適
切
な
資
料
の
保
存
と
管

理
を
実
施
し
な
が
ら
、
地
域
の
歴

史
を
語
る
貴
重
な
財
産
と
し
て

有
効
活
用
に
努
め
ま
す
。

⑶
沙
流
川
歴
史
館
の
充
実

♦
企
画
展
や
特
別
展
、
講
座
等
を

継
続
的
に
開
催
し
、
施
設
の
活
用

推
進
を
図
り
ま
す
。
展
示
什
器
等

も
必
要
な
整
備
を
し
な
が
ら
、
適

切
な
管
理
運
営
を
継
続
し
ま
す
。

♦
沙
流
川
流
域
の
自
然
と
歴
史

に
関
す
る
学
習
機
会
の
場
を
提

供
し
、
常
設
展
示
を
と
お
し
た
普

及
啓
発
、
考
古
学
体
験
等
の
学
習

機
会
の
提
供
を
進
め
ま
す
。

⑷
開
拓
財
産
の
保
存
と
活
用

　

平
取
町
開
拓
財
産
展
示
施
設

等
で
平
取
町
の
開
拓
当
時
の
産

業
や
生
活
の
様
子
を
理
解
で
き

る
展
示
に
努
め
、
学
校
教
育
や
地

域
の
郷
土
学
習
、
農
業
体
験
な
ど

開
拓
財
産
の
有
効
活
用
を
進
め

ま
す
。

　

社
会
活
動
や
経
済
活
動
が
活

性
化
し
、
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻

り
つ
つ
あ
る
今
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
人
づ
く
り
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
町
及
び
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
様
々
な
教

育
課
題
に
対
応
し
、
平
取
町
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生

涯
に
わ
た
り
生
き
が
い
と
心
の

豊
か
さ
を
求
め
、
潤
い
と
活
気
の

あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る

町
民
を
積
極
的
に
支
援
す
る
「
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
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執
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針

教育長　松田拓美

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
法
上
の
分
類
が
５
類
移
行
後
、

コ
ロ
ナ
前
の
社
会
に
戻
り
つ
つ

あ
り
、
学
校
に
お
い
て
も
感
染
対

策
を
講
じ
な
が
ら
、
通
常
の
学

校
生
活
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年

度
に
策
定
し
た
平
取
町
教
育
推

進
計
画
を
基
本
に
「
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を

持
つ
こ
と
の
で
き
る
学
校
教
育

の
充
実
」
と
、「
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
人
材
育

成
」
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
生

涯
学
習
社
会
の
形
成
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

教
育
行
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　
「
平
取
町
の
歴
史
・
風
土
や
文

化
を
愛
す
る
心
豊
か
な
人
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
」
を
基
本
理
念
と

し
、
豊
か
な
自
然
と
地
理
的
条
件

の
も
と
、
こ
の
地
に
先
住
し
自
然

を
敬
い
共
生
し
て
き
た
ア
イ
ヌ

民
族
や
先
人
た
ち
が
と
も
に
築

い
た
郷
土
の
歴
史
、
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
な
が
ら
、
厳
し
い
社
会

を
生
き
抜
く
た
め
の
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
、
心
豊
か
で
責
任
感
を

持
っ
た
人
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
知
能
Ａ
Ｉ
な
ど
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
高
度
化
や
社
会
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
さ
ら
に
は
予
測

が
困
難
な
社
会
を
生
き
抜
く
た

め
に
、
新
し
い
時
代
の
学
び
と
働

き
方
へ
の
変
革
の
機
会
と
と
ら

え
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
な
学
習

機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る

と
と
も
に
、
地
域
が
持
続
的
に
発

展
で
き
る
よ
う
、
学
校
と
地
域
、

教
育
委
員
会
が
連
携
協
働
し
な

が
ら
課
題
解
決
を
図
り
、
地
域
創

生
の
力
と
な
る
教
育
行
政
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
生
き
る
力
を
育
む

　
　
　
　
学
校
教
育
の
推
進

　
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
、「
知
識
、技
能
の
習
得
」、

「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
の
育

成
」、「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間

性
等
」
を
三
つ
の
柱
と
し
て
子
ど

も
た
ち
の
資
質
・
能
力
を
育
成
し

個
性
や
創
造
性
を
育
み
ま
す
。

⑴
教
育
内
容
の
充
実

♦
確
か
な
学
力
の
向
上
を
目
指

し
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

へ
の
参
加
と
町
独
自
で
行
う
標

準
学
力
検
査
の
調
査
結
果
の
分

析
・
検
証
を
速
や
か
に
行
い
、
子

ど
も
た
ち
の
状
況
に
応
じ
た
学

習
指
導
を
行
い
ま
す
。

♦
「
主
体
的
・
対
話
的
・
深
い
学

び
」
の
視
点
を
位
置
づ
け
た
授
業

改
善
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

♦
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け

教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
適
切

な
指
導
及
び
必
要
な
支
援
の
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

♦
外
国
語
学
習
へ
の
意
識
を
高

め
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
の
で
き
る

児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

♦
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
の
導

入
が
進
む
な
か
、
教
員
の
ス
キ
ル

向
上
と
児
童
生
徒
の
効
果
的
な

活
用
の
向
上
、
情
報
モ
ラ
ル
の
指

導
を
行
い
ま
す
。

♦
自
己
の
目
標
や
生
き
方
に
目

を
向
け
、
職
業
や
進
路
に
係
る
体

験
的
な
活
動
を
行
う
な
か
で
、
現

在
及
び
将
来
の
学
習
と
自
己
実

現
の
繋
が
り
を
考
え
、
必
要
な
能

力
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

⑵
豊
か
な
人
間
性
と

　
　
健
や
か
な
心
身
の
育
成

♦
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
を

展
開
し
、
他
者
と
共
に
よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道

徳
性
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。

♦
平
取
町
の
未
来
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
ち
、
郷

土
に
生
き
る
自
覚
を
養
う
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

♦
読
書
活
動
は
、
感
性
を
育
み
、

表
現
力
や
想
像
力
を
高
め
、
生
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
読
書

す
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

♦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
に
向
け
、
思
考
・
判
断
・

表
現
力
を
意
識
し
た
学
習
活
動

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

♦
い
じ
め
の
未
然
防
止
と
早
期

発
見
・
解
消
の
た
め
、
組
織
的
か

つ
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
不
登
校
や
支
援
が
必
要
な
児

童
生
徒
・
家
庭
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
平
取
町
で
採
用
す
る
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
有

効
に
活
用
し
、
児
童
の
心
の
ケ
ア

及
び
教
員
や
保
護
者
の
悩
み
を

心
理
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
と
関
係

機
関
が
連
携
し
た
支
援
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

♦
楽
し
み
な
が
ら
継
続
的
に
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う

体
力
づ
く
り
に
学
校
、
家
庭
、
地

域
の
連
携
の
も
と
推
進
し
ま
す
。

⑶
ア
イ
ヌ
文
化
学
習
の
推
進

　

平
取
町
の
重
要
な
財
産
で
あ

り
、
教
育
資
源
で
も
あ
る
ア
イ
ヌ

文
化
を
深
く
等
し
く
学
べ
、
郷
土

の
誇
り
と
思
う
こ
と
が
で
き
る

学
習
機
会
の
提
供
や
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
と
と
も
に
歩
む

　
　
　
　
学
校
教
育
の
推
進

⑴
学
校
運
営
の
強
化
充
実

♦
自
主
的
・
意
欲
的
な
学
習
活
動

が
出
来
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
の
た
め
、
自
然
環
境
や
人
材
等

を
活
か
し
充
実
を
図
り
ま
す
。

♦
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円

滑
な
教
育
活
動
の
連
続
性
を
図

り
、
指
導
方
法
の
工
夫
を
通
じ
学

校
運
営
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

♦
校
内
研
究
を
基
盤
と
し
て
、
研

修
へ
の
取
組
や
不
祥
事
防
止
対

策
に
よ
る
服
務
規
律
の
厳
正
な

保
持
に
努
め
ま
す
。

♦
教
員
の
長
時
間
労
働
を
改
善

し
、
健
康
で
や
り
が
い
の
あ
る
勤

務
環
境
の
整
備
を
進
め
、
業
務
の

見
直
し
や
分
担
を
図
り
効
率
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑵
安
全
・
安
心
な

　
　
　
　
教
育
環
境
の
整
備

♦
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
就
学
に
必
要
と
す
る

援
助
措
置
を
図
り
ま
す
。

♦
食
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
う

え
で
、
学
校
給
食
の
果
た
す
役
割

は
大
き
く
、
学
校
給
食
の
安
全
性

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

♦
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
適
切
な
運

行
及
び
通
学
費
補
助
金
等
の
支

援
充
実
を
図
り
ま
す
。

♦
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
自
身
が
危
険
を

予
知
し
、
回
避
す
る
能
力
を
育
て

る
た
め
の
防
災
教
育
の
指
導
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

⑶
学
校
の
適
正
配
置
の
推
進

　

少
子
化
を
背
景
に
学
校
の
小

規
模
化
が
進
み
、
学
校
規
模
の
適

正
化
及
び
良
好
な
教
育
環
境
の

確
保
に
向
け
、
該
当
す
る
学
校
に

つ
い
て
協
議
・
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。

⑷
平
取
高
等
学
校
の

　
　
　
　
　
　
　
振
興
発
展

　
「
び
ら
と
り
義
経
塾
」
を
は
じ

め
、
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の

支
援
に
努
め
、「
平
取
高
校
の
魅

力
化
を
図
り
存
続
さ
せ
る
会
」
と

連
携
し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の

施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。　
　

学校祭
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平取町ゼロカーボン推進計画を策定しました

▽平取町ゼロカーボン推進計画の概要

　平取町では、2022 年12 月15 日に2050 年までに温室効果ガス排出量の実質ゼロ
を目指す「ゼロカーボンシティ宣言」を表明し、二酸化炭素排出量を実質ゼロにして
いくための様々な地球温暖化対策に取り組むこととしています。その一環として、平
取町の自然的社会的条件に応じて、温室効果ガスの排出量削減等を推進するための
数値目標や施策を定めた計画「平取町ゼロカーボン推進計画」を策定しました。
　平取町では、再生可能エネルギーの導入ポテンシャルが高いこと、森林面積が大き
いことにより二酸化炭素の吸収量が期待できることから、この計画では国の目標の
2050 年より5 年早い2045 年を長期目標としています。

▽二酸化炭素排出量削減目標

　 平 取 町 に お け る 基 準 年 度（2013 年 度 ）のCO ₂ 排 出 量 は51 千t-CO ₂ で す が、再 生
可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入、森 林 吸 収 量 の 活 用 に よ り、2030 年 に85 ％ 減、2045 年 に
120％減 (2013 年度比) を平取町のCO ₂ 削減目標としました。目標達成に向けては、
2030 年度までに新たに7 千t-CO ₂、2045 年までに10 千t-CO ₂ 分の削減にあたる新
規の再エネ電気、再エネ熱等の導入が必要となります。

▽将来ビジョン

　削減目標を達成するだけでなく、脱炭素を通じた持続可能なまちづくりに向けて
将来ビジョンを設定しました。「『自然からエネルギーを借り、自然にその恩恵を返
す』地域内の資源を活用した自然との共生地域の形成」をビジョンとして、①再エネ
導入等取り組みを通した住みやすさの向上、②地域ポテンシャルを最大限に生かし
た産業の活性化、③資源循環型林業の推進の3 点をビジョンに紐づくコンセプトとし
て策定しました。コンセプトを実現することで町内への効果・課題解決としては「移
住者増加」、「防災力向上」、「CO ₂ 削減」、「農林業等産業の活性化」、「アイヌ文化の継
承」、「経済効果」が期待されます。

〈削減目標〉
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また、将来ビジョンの実現に向けては、「エネルギーの地産地消」を見据えた施策を実
施していきます。

▽目標達成に向けた施策

　将来ビジョンの実現に向けて、３つのコンセプト、８の施策カテゴリ、17 の施策を
設定しました。今後、計画の達成に向けて、住民・事業者・行政が協力・連携し、各種
取り組みを推進していきます。

〈コンセプト・施策カテゴリ・施策〉

〈将来ビジョン〉
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北
海
道
分
水
嶺
大
縦
断

　
　
　
野
村
良
太 

講
演
会

　
　
　
　 

～
平
取
町
山
岳
会
～

　

２
月
19
日
㈪
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
令
和
５
年
度
平
取
町
教
育
奨

励
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、
社
会
教
育
奨
励
１
名
、
芸
術
文
化
奨
励
４

名
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
６
名
が
受
賞
し
、
松
田
教
育
長
よ
り
表
彰
状
及
び

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
芸
術
文
化
奨
励
表
彰
】

島
野
未
彗
（
し
ま
の 

み
え
）

　

東
海
大
学
付
属
札
幌
高
等
学
校
２
年

佐
藤
希
風
（
さ
と
う 

の
の
か
）

　

東
海
大
学
付
属
札
幌
高
等
学
校
１
年

　

第
68
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

　

ル
高
等
学
校
Ａ
編
成
部
門 

金
賞
。

　

北
海
道
代
表
に
選
出
さ
れ
、
全
国
大

　

会
で
あ
る
第
71
回
全
日
本
吹
奏
楽

　

コ
ン
ク
ー
ル
高
等
学
校
後
半
の
部 

　

銀
賞
を
受
賞
。

金
谷
美
玖
（
か
な
や 

み
く
）

海
野
春
空
（
う
ん
の 

は
る
）

　

駒
澤
大
学
附
属

　
　
　
　
　
　

苫
小
牧
高
等
学
校
１
年

　

第
51
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国

　

大
会
北
海
道
代
表
選
考
会 

金
賞
。

　

北
海
道
代
表
に
選
出
さ
れ
、
全
国
大

　

会
で
あ
る
第
51
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ

　

ン
ド
全
国
大
会
高
等
学
校
の
部 

銅

　

賞
を
受
賞
。

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
表
彰
】

小
山
和
馬
（
こ
や
ま 

か
ず
ま
）

　

國
學
院
大
學
３
年

　

第
71
回
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝

　

大
会
男
子
団
体
戦 

第
３
位

藤
谷
瞭
至
（
ふ
じ
や 

り
ょ
う
じ
）

　

札
幌
大
学
１
年

　

第
29
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大

　

会
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
ス
ロ
ー
プ

　

ス
タ
イ
ル
種
目
ニ
セ
コ
花
園
大
会

　

準
優
勝
。

小
林
　
蓮
（
こ
ば
や
し 

れ
ん
）

　

札
幌
日
本
大
学
高
等
学
校
３
年

　

第
69
回
北
海
道
高
等
学
校
剣
道
選

　

手
権
大
会
兼
第
70
回
全
国
高
等
学

　

校
剣
道
大
会
北
海
道
予
選
会
男
子

　

団
体
戦 

準
優
勝
。

木
村
　
結
（
き
む
ら 

ゆ
い
）

　

北
海
高
校
２
年

　

第
55
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体

　

重
別
選
手
権
大
会
女
子
個
人
52
㎏

　

級 

準
優
勝
。

川
端
す
み
れ
（
か
わ
ば
た 

す
み
れ
）

　

酪
農
学
園
大
学
附
属

　
　
　

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
２
年

　

第
74
回
北
海
道
高
等
学
校
ソ
フ
ト

　

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
兼
第
75
回
全

　

日
本
高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

　

ル
選
手
権
大
会
北
海
道
予
選
会

　

優
勝
。

　

令
和
５
年
度
特
別
国
民
体
育
大
会

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
兼
北
海

　

道
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

少
年
女
子
の
部 

優
勝
。

　

第
59
回
北
海
道
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

　

手
権
大
会
兼
第
42
回
全
国
高
等
学

　

校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
北
海

　

道
予
選
会 

優
勝
。

山
口
瑛
大
（
や
ま
ぐ
ち 

え
い
た
）

　

平
取
中
学
校
２
年

　

第
19
回
日
台
会
長
盃
国
際
野
球
大

　

会 

第
３
位
。

※
受
賞
者
紹
介
（
敬
称
略
）

【
社
会
教
育
奨
励
表
彰
】

前
田
由
光
（
ま
え
だ 

よ
し
み
つ
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
風
谷

　

永
き
に
わ
た
り
、
二
風
谷
小
学
校
の

　

除
雪
作
業
を
実
施
し
、
冬
季
間
に
お

　

い
て
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に

　

登
下
校
で
き
る
環
境
の
整
備
に
大

　

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
平
取
町
教
育
奨
励
表
彰

野村 良太 氏

授与式（左から：佐藤 希風さん　金谷 美玖さん

　　　　　　　　海野 春空さん　山口 瑛大さん）

　

幌
尻
岳
を
主
峰
に
す
る
日
高
山
脈

襟
裳
国
定
公
園
が
国
立
公
園
化
さ
れ

る
こ
と
を
記
念
し
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
野

村
良
太 

氏
を
招
き
、
登
山
の
魅
力
と

心
が
け
を
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
登

山
愛
好
家
に
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

 　

野
村 

氏
は
、
令
和
４
年
２
月
26
日

か
ら
４
月
29
日
ま
で
の
63
日
間
、
北
海

道
を
北
か
ら
南
に
延
び
る
分
水
嶺
と

呼
ば
れ
る
稜
線
670
㎞
の
縦
走
を
単
独

で
達
成
し
、
翌
年
「
植
村
直
己
冒
険

賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に

体
験
さ
れ
た
天
候
判
断
や
装
備
破
損
、

ま
た
、
２
か
月
を
超
え
る
行
程
へ
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
、
空
腹
と
の
闘
い
な
ど
、

遭
遇
し
た
厳
し
い
状
況
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
支
え
て
く
れ
る
仲
間
へ
の
感

謝
と
「
季
節
を
問
わ
ず
縦
走
登
山
が

好
き
」
と
、
に
こ
や
か
に
し
め
く
く
り

ま
し
た
。

流
・
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
協
定
に
基
づ
き
、
町
は

積
極
的
に
大
学
の
持
つ
知
的
・
人

的
・
物
的
な
資
源
を
活
用
し
、
戦

略
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
、
ま
た
、
大

学
は
教
育
・
研
究
の
成
果
を
社
会

や
地
域
に
積
極
的
に
提
供
、
還
元

す
る
こ
と
で
、
連
携
を
よ
り
実
効

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
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２
月
18
日
㈰
、
日
頃
の
文
化
伝

承
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
シ
シ

リ
ム
カ
文
化
祭
が
、
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
風
谷
ア

イ
ヌ
語
教
室
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
「
シ
ノ
ッ
チ
ャ
（
歌
）」
や
「
オ

ル
ㇱ
ぺ
（
お
話
）」、
成
人
の
部
に

よ
る
「
カ
ム
イ
ユ
カ
ㇻ
（
神
謡
）」

「
イ
ヨ
ハ
イ
オ
チ
ㇱ
（
恋
歌
）」な

ど
の
口
承
文
芸
、ア
イ
ヌ
文
化
保

存
会
に
よ
る
古
式
舞
踊
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、平
取

高
校
と
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
マ

オ
リ
民
族
学
校

と
の
交
流
事
業

の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ア
イ

ヌ
民
族
文
化
財

団
が
主
宰
し
、
全

道
各
地
か
ら
選

ば
れ
た
伝
承
者

で
構
成
す
る
「
パ

ラ
ル
」
に
よ
る
古

式
舞
踊
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
取
町
は
２
月
９
日
㈮
に
立
命

館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
別
府
市
）

と
友
好
協
定
を
、
28
日
㈬
に
北
翔

大
学
（
江
別
市
）と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

は
、
平
取
町
が
開
催
す
る
ア
イ
ヌ

文
化
に
興
味
の
あ
る
全
国
の
学
生

が
集
ま
り
、
様
々
な
視
点
か
ら
ア

イ
ヌ
文
化
振
興
に
関
す
る
提
案
を

行
う
「
大
地
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」に
、今
年
も
学
生
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
文
化
や
伝
統
が
色
濃
く

残
る
平
取
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

文
化
の
継
承
を
活
か
し
た
観
光
施

策
や
人
材
育
成
を
学
び
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
法
や
課
題
解
決

策
を
学
生
自
身
が
考
え
る
場
と
し

て
友
好
的
な
交
流
を
進
め
ま
す
。

　

北
翔
大
学
は
、
地
域
を
育
て
、
地

域
に
支
え
ら
れ
る
大
学
を
目
指
す

「
地
域
貢
献
大
学
」
と
し
て
、
様
々

な
産
官
学
連
携
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。
平
取
町
と
連

携
し
、
教
育
活
動
に
関
す
る
相
互

協
力
や
人
材
育
成
を
は
じ
め
多
様

な
事
業
を
総
合
的
に
活
用
し
、
交

北翔大学

大地連携ワークショップ冬in びらとり

映画「ゴールデンカムイ」 久保 茂昭 監督

立命館アジア太平洋大学

シ
シ
リ
ム
カ
ア
イ
ヌ
文
化
祭
　

　
　
　
～
第
34
回
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
活
動
発
表
会
～

映
画
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
」

　
　
　
　    

舞
台
挨
拶
上
映

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば
地域の課題とニーズに応える人材育成と地域貢献へ

立命館アジア太平洋大学、北翔大学と平取町が連携協定

　

札
幌
シ
ネ
マ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で

映
画
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
」
舞

台
挨
拶
上
映
が
、
１
月
31
日
㈬
に

行
わ
れ
、
平
取
町
か
ら
映
画
撮
影

に
協
力
し
た
約
50
名
が
招
待
さ

れ
、
映
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
上
映

後
に
は
、
主
演
の
山
﨑
賢
人
さ
ん
、

山
田
杏
奈
さ
ん
、
監
督
の
久
保
茂

昭
さ
ん
が
登
場
し
、
映
画
撮
影
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
町
か
ら
松

田
教
育
長
が
表
敬
の
挨
拶
を
し
ま

し
た
。
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ジャパ ン・ハウス  ロンドン
　 　 　「 アイヌ・スト ーリーズ 」展

　 イ ギ リ ス の ロ ン ド ン  ジ ャ パ ン ・ハ ウ ス で 開 催 中 の「 ア イ ヌ・ス ト ー リ ー ズ 」展 の 関 連 事
業 と し て ２ 月19 日 ㈪ ～29 日 ㈭ の11 日 間、平 取 ア イ ヌ 文 化 保 存 会10 名 と 町 職 員 の 計12 名 を
派 遣し、保存会による伝承活動や平取町のアイヌ施策を紹介するイベントが行われました。

アイヌ古式舞踊の披露
　　　　　　　　　　（2/21・23）
　 平 取 ア イ ヌ 文 化 保 存 会 で 伝 承 し て い る タㇷ゚カㇻ
( 踏 舞 )、ア ン ナ ホ ー レ( 鳥 の 舞)、ク リㇺセ( 弓 の 舞)、
ハラㇻキ( ツルの舞)、エムㇱリㇺセ( 刀の舞) を披露、
保 存 会 会 長 よ り 舞 踊 の 解 説 や 着 物 や ク( 弓)、ヘ ペ ラ
イ( 花 矢) な ど も 紹 介 し ま し た 。舞 踊 の 終 了 後、参 加
者 と 保 存 会 の メ ン バ ー が 自 由 に 話 す 時 間 を も ち、楽
しく有意義な交流を行うことができました。

アイヌ料理イベント
　　　　　　　　　（2/24・25・26）
　 保 存 会 が 行 っ て い る ア イ ヌ 文 化 伝 統 料 理 の 伝 承 活
動 の 様 子 を 四 季 に 例 え て 説 明 し、料 理 の 実 演 を 行 い
ま し た。丁 寧 な 説 明 に 参 加 さ れ た 方 々 に は 大 変 好 評
で し た。保 存 会 の メ ン バ ー も 一 緒 に オ ハ ウ( 汁) を 試
食し、最後に全員でホリッパ( 輪踊り) を行いました。
　 美 味 し い 料 理 と 合 わ せ、行 事 の 後 に ホ リ ッ パ で 盛
り 上 げ る と い う、ア イ ヌ プ リ（ ア イ ヌ 風) を 現 地 の 人
たちに伝えることができました。

アイヌ施策のトークイベント（2/27）

　平 取 町 の 概 要、文 化 的 景 観 や 伝 統 的 生 活 空 間 に
つ い て 紹 介 し、平 取 町 や 国 が 実 施 し て い る ア イ ヌ
施 策 、平 取 ダ ム 建 設 に 係 る 環 境 調 査 の 経 緯 と 調 査
内 容 、㈱ 平 取 町 ア イ ヌ 文 化 振 興 公 社 が 実 践 し て い
る ア イ ヌ 文 化 伝 承 や 森 づ く り の 取 り 組 み な ど に
つ い て 説 明 し ま し た。そ の 後、質 疑 応 答 を 行 い ま
し た が、参 加 者 は 専 門 的 な 職 種 の 方 が 多 く、イ ベ
ン ト 終 了 後 も 熱 心 に 質 問 さ れ、平 取 町 の 取 り 組 み
に関 心を向けていただけたようでした。

　二風谷小学校「アイヌ文化に根ざした多文化共生の取組み」

　　　　　　　　　　　　　令和５年度　日高管内教育実践表彰受賞

　 二 風 谷 小 学 校 は、総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 一 環 と し て
ア イ ヌ 文 化 学 習 を 教 育 課 程 に 位 置 付 け、地 域 と 一 体 と
な っ て 「 ア イ ヌ 語 学 習 」「 ハ ラ ラ キ 体 験 活 動 」「 ハ ラ ラ
キ 調 査 活 動 」に 取 り 組 ん で い ま す 。そ の 取 組 み の 成 果
と 課 題 を 論 文 に ま と め、日 本 教 育 公 務 員 弘 済 会 北 海 道
支 部 が 主 催 す る 教 育 研 究 論 文 の 学 校 研 究 部 門 に 応 募
し た 結 果「 特 選 」を 受 賞 し ま し た。論 文 は 同 支 部 が 発
行 す る 「 研 究 集 録 第39 号 」に 掲 載 さ れ る な ど、管 内 の
教育活動の充実に大きく寄与しました。
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遠
き
日
や
梅
酒
を
造
る
母
も
居
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

内
海　

綾
子

満
開
の
梅
が
埋
め
尽
く
す
西
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

遠
藤　

紫
光

着
膨
れ
て
犬
の
は
し
ゃ
ぎ
に
困
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

川
上
八
重
子

斑
雪
ふ
ん
わ
り
止
ま
る
手
の
平
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

熊
谷　

厚
子

白
鳥
の
群
れ
目
を
閉
じ
て
寄
せ
合
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

千
葉　

俊
子

バ
ス
を
待
つ
風
花
に
包
ま
れ
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

長
野　

新
一

餌
台
に
す
ず
め
と
か
け
す
に
ら
め
っ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

道
政
サ
ツ
子

懐
の
焼
き
芋
温
し
身
も
温
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

渡
辺　

正
子

楢の実俳句会楢の実俳句会
（前月比）

人　口 4,521 人人 （ー５人人）

男 2,234 人 （ー４人人）

女 2,287 人人 （ー１人人）

世帯数 2,413 世帯 （４世帯）

※令和６年２月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

◆地域貢献活動ありがとうございます◆地域貢献活動ありがとうございます◆◆
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北海道産業貢献賞表彰式
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教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
リトルラビットクラブ　カーリング教室

　 平 取 カ ー リ ン グ 協 会 の ご 協 力 を い た だ き、リ ト ル
ラ ビ ッ ト ク ラ ブ の カ ー リ ン グ 教 室 を 開 催 し ま し た。
　 １ 月 2 0 日 ㈯ は 貫 気 別・振 内 地 区 の 合 同 開 催 で、
貫 気 別 地 区 か ら ７ 名、振 内 地 区 か ら10 名、１ 月27
日 ㈯ は 本 町 地 区 の １ ～ ３ 年 生 ま で の 児 童17 名 が 参
加して行いました。
　 カ ー リ ン グ 協 会 の 方 か ら ス ト ー ン の 投 げ 方 や ブ
ラ シ の 持 ち 方 な ど の 基 礎 技 術 を 教 わ っ た 後、チ ー ム
に 分 か れ て ミ ニ ゲ ー ム を 行 い ま し た。氷 上 で 的 の 中
心 を 狙 っ て ス ト ー ン を 投 げ る の は 力 加 減 が 難 し く、
的 ま で 届 か な か っ た り、的 を 過 ぎ て し ま っ た り と 苦
戦 し て い ま し た が、カ ー リ ン グ の 難 し さ と 上 手 に で
きた時の楽しさを体験できました。

リトルラビットクラブ 閉講

　 本 町、貫 気 別、振 内 の ３ 地 区 で ５ 月 か ら 開 講 し て き た
「 リ ト ル ラ ビ ッ ト ク ラ ブ 」が、２ 月15 日 ㈭ の 振 内 地 区 を
最 後 に 今 年 度 の 全 日 程 を 終 了 し、そ れ ぞ れ 閉 講 式 が 行 わ
れ ま し た。今 年 度 は 各 地 区1 0 回 の 開 催 と な り ま し た 。閉
講 日 は、ミ ニ サ ッ カ ー や シ ュ ー ト チ ャ レ ン ジ ゲ ー ム が
行 わ れ、子 ど も た ち に は 修 了 証 と 皆 勤 賞 が 手 渡 さ れ ま し
た。（ 本 町 地 区：修 了 証2 7 名 う ち 皆 勤 賞 ６ 名、貫 気 別 地
区：修 了 証2 0 名 う ち 皆 勤 賞 ４ 名、振 内 地 区 修 了 証13 名
うち皆勤賞２名）

ミニ理科教室　～スピーカーを作ろう～

　 実 験、も の づ く り を 通 じ て 、科 学 の 世 界 に 興 味 や
関 心 を 持 っ て も ら う こ と を 目 的 と し て、２ 月 ８ 日 ㈭
に 二 風 谷、２ 月22 日 ㈭ に 貫 気 別 、２ 月2 9 日 ㈭ に 紫
雲 古 津 の 各 放 課 後 子 ど も 教 室 で ミ ニ 理 科 教 室 を 実
施 し、51 名 の 参 加 が あ り ま し た。今 回 は コ イ ル と 磁
石 を 使 っ た、ス ピ ー カ ー づ く り の 実 験 を 行 い ま し
た。
　 導 線 を ぐ る ぐ る と 巻 い て コ イ ル を 作 成 し、コ イ ル
の 両 端 を 紙 ヤ ス リ で こ す り、電 気 が 通 る よ う に し ま
し た。次 に コ イ ル を 紙 に 貼 り 付 け て 、両 端 を ワ ニ 口
ク リ ッ プ で ミ ュ ー ジ ッ ク プ レ イ ヤ ー を つ な い だ ア
ン プ と 接 続 し、コ イ ル に 磁 石 を 近 づ け て 音 楽 が 聞 こ
え る か ど う か を 実 験 し ま し た。子 ど も た ち は コ イ ル
を 作 る 際 に 苦 戦 し て い る 場 面 も あ り ま し た が、最 終
的 に は み ん な が 上 手 に ス ピ ー カ ー を 作 る こ と が で
き、自 分 の 作 っ た ス ピ ー カ ー か ら 音 楽 が 聞 こ え て、
とても喜んでいる様子でした。
　 実 験 を 終 え て「 磁 石 の 量 で 音 量 が 変 わ る こ と に
び っ く り し た 」、「 作 る の が 楽 し か っ た し、き れ い な
音 が 鳴 っ た 」な ど の 感 想 が 寄 せ ら れ、楽 し く 学 ぶ こ
とができました。
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握力・ボール投げは全国平均以上！
　　　　　　　　走力・持久力は課題！

～令和５年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果から～

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

小５男
　全国

29％
10％

19％
22％

33％
32％

10％
23％

 9％
13％

小５女
　全国

 11％
13％

33％
24％

28％
34％

 28％
21％

0％
 8％

中２男
　全国

 5％
 9％

20％
24％

30％
34％

25％
24％

 20％
 9％

中２女
　全国

39％
24％

15％
29％

15％
28％

31％
15％

0％
 4％

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

小男  11％ 22％   37％  18％  12％

小女  12％  29％  36％  18％   5％

中男   8％  17％  38％  26％  11％

中女  23％  26％  19％  30％  2％

　 今 年 度、一 学 期 に 文 部 科 学 省 は、児 童・生 徒 の 体 力・運 動 能 力 の 状 況 を 的 確 に 把 握 し 、体 力 向 上
に 向 け た 取 り 組 み を 充 実 さ せ る た め、全 国 の 小 学 校 ５ 年 生 と 中 学 校 ２ 年 生 の 児 童 生 徒 を 対 象 に、

「 全 国 体 力・運 動 能 力、運 動 習 慣 等 調 査 」を 実 施 し ま し た。そ の 調 査 結 果 が １ 月 に 公 表 さ れ ま し た 。
　この調査結果を基にした平取町の児童生徒の各種目における概要は、下表 の と お り で す 。
　※全国平均を50 としての比較：小学校５校５年生（男子21 名、女子18 名）
　　　　　　　　　　　　　　　中学校２校２年生（男子22 名、女子20 名）

　　平取町としての体力向上策（各学校・関係団体等での主な取り組み例）
　   ◆ 全 国 体 力 ・運 動 能 力 、運 動 習 慣 等 調 査 及 び 新 体 力 テ ス ト を 活 用 し た 検 証 改 善 サイクルの確立
　 　 　（ 小 中 学 校 に お け る 新 体 力 テ ス ト の 全 学 年 全 種 目 実 施 に よ る 経 年 変 化 ：実 態把握）
　   ◆ 体 育 専 科 教 員 を 活 用 し た 指 導 体 制 の 充 実 と Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 に よ る 体 育 の 授 業 改 善の推進
　   ◆ 一 校 一 実 践 の 積 極 的 な 推 進 及 び 運 動 の 日 常 化 へ の 取 組 の 強 化

　  ◆ 栄 養 教 諭 に よ る 定 期 的 な 指 導 及 び 教 育 活 動 全 般 を 通 し た 食 育 の 推 進

＊ 小 学 校 ５ 年 生 男 子 は、上 位 層 の 割 合 が 全 国 に
　 比 べ て 高 い 状 況 に あ り ま す。女 子 も 上 位 層 の
　割合が全国よりも高くなっ て い ま す 。
＊ 中 学 校 ２ 年 生 男 子 は Ｃ ラ ン ク が 最 も 多 く、最
　 下 位 層 が 高 く な っ て い ま す。女 子 は 上 位 層 が
　高く、最下位層は０％と な っ て い ま す 。
＊ 種 目 別 に 見 る と、例 年 同 様 に シ ャ ト ル ラ ン や
　50 ｍ 走 の 走 力、長 座 体 前 屈 が 全 国 平 均 に 比 べ
　 劣 っ て い ま す が、握 力・ボ ー ル 投 げ は 全 国 平
　均以上の結果となっていま す 。

■総合評価
（体力合計点：上位からＡ ・Ｂ ・Ｃ ・Ｄ ・Ｅ ）
□ 今 年 度 の 総 合 評 価 に つ い て は 表 の と お り で
　 す。（ 全 国 調 査 の 対 象 学 年 も 含 め て い ま す 。）
　 中 女 子 に つ い て は、上 位 層 の 割 合 が 高 い 状 況
　 に あ り ま す が、中 男 子 は 下 位 層 の 割 合 が 高 い
　ことが課題となっています 。
□ 種 目 別 で は、全 国 調 査 と 同 様 に シ ャ ト ル ラ ン
　 や50m 走 に 課 題 が あ り、握 力・立 ち 幅 跳 び・
　については全国平均を上回 る 状 況 で す 。
□ 昨 年 に 引 き 続 き、全 国 的 に 児 童 ・生 徒 の 運 動
　 時 間 が 減 少 し て い ま す。下 記 に あ る 体 力 向 上
　 策 を 学 校 と 家 庭・地 域 が 共 有 し 、一 人 一 人 の
　 子 ど も に 運 動 の 日 常 化 を 意 識 し て 取 り 組 ま
　せることが重要です。

■総合評価（体力合計点：上位からA・B・C・D・E）

平取町の小中学校では全学年全種目新体力テストを実施しています。

 握　力
　

 上体
 起こし

 長座
 体前屈

 反復
 横とび

 シャトル
 ラン

 50 ｍ走
 立ち
 幅とび

 ボール
 投げ

体力合計点

 相当高い　　　＋７以上 ５男

 高い　　　　　＋５～＋７ ５女 ５男 ５女

 やや高い　　　＋３～＋５ ２男２女 ５男５女 ５男２男 ５男２女 ５男

 ほぼ同様上位　＋1 ～＋３ ５女 ５男 ２女

 ほぼ同様　　　－1 ～＋１ ５男 ５女 ５男２男 ５女 ５女２女

 ほぼ同様下位　－３～－１ ２男 ２男 ２女 ２女 ２男 ２男

 やや低い　　　－５～－３ ２男 ２男

 低い　　　　　－７～－５ ２女 ５女２女 ２女

 相当低い　　　－７以下 ５女

※５：小学校５年生、２：中学校２年生　「ボール投げ」：小５はソフトボール投げ、中２はハンドボール投げ

貫気別小学校 バルシューレ講習会
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◇ 貸出期間 ◇◇ 貸出期間 ◇

◇ 利用者カードの作成 ◇◇ 利用者カードの作成 ◇

　何歳からでも作れます。利用者カー

ド申込書に必要事項を記入して、図書

館カウンターに提出してください。

　住所・生年月日などの確認が必要と

なりますので、運転免許証・マイナン

バーカードなどの身分証明書も合わせ

てご持参ください。

◇ 図書館の資料検索 ◇◇ 図書館の資料検索 ◇

　平取町立図書館にある資料はオンラ

インで検索できます。

【お問合せ】のＱＲコード、または

ＵＲＬを検索してみてください。

https://ilisod006.apsel.jp/biratori-library/

【お問い合わせ】　平取町立図書館

□電　話　01457-4-6666

□ＦＡＸ　01457-4-6871

□メール　risu2@guitar.ocn.ne.jp

■携帯 ■Web

●オンライン予約ができます●

「ログインパスワード」は図書館の

カウンターで発行しています。

【一般書（その他）】

『マンガでわかる ! 今すぐはじめ

られる ! ＮＩＳＡ＆ｉＤｅＣｏ』

／酒井富士子

『老いの上機嫌』／樋口恵子

『ウルトラ図解アルコール依存・

薬物依存』／樋口進

『ウルトラ図解おとなと子どもの

頭痛』／清水俊彦

『今日もさわやかに麗しく生きて

いきましょう』／ちいりお

『うつわの教科書』／竹内万貴

『伝わる言葉。 失敗から学んだ言

葉たち』／須江 航

『さだまさし解体新書』

／さだまさし研究会

【絵本】

『おすしがあるひたびにでた』

／田中達也

『きみは、ぼうけんか』

／ｼｬﾌﾙｻﾞｰﾄﾞ ･ ｼｬﾌﾙｼﾞｪﾙﾃﾞｨｰ文

　ｶﾞｻﾞﾙ ･ ﾌｧﾄｯﾗﾋｰ絵

『せがのびる』

／やぎゅうげんいちろう

『花見じゃそうべえ』

／たじまゆきひこ

『ぼくはふね』／五味太郎

図書館図書館へへいこういこう
　

○開館時間　火～金曜日　９：３０　～　１８：００

　　　　　　　土・日曜日　９：３０　～　１７：００

　○休館日　　月曜日・祝日

　※月曜日が祝日の場合は、その翌日も休館

【一般書（小説・エッセイ）】

『方舟を燃やす』／角田光代

『中野のお父さんと五つの謎』

／北村薫

『一夜』（隠蔽捜査10）／今野敏

『のち更に咲く』／澤田瞳子

『負けくらべ』／志水辰夫

『そして誰かがいなくなる』

／下村敦史

『夜露がたり』／砂原浩太朗

『守護者の傷』／堂場瞬一

『君を守ろうとする猫の話』

／夏川草介

『BLANK PAGE( ﾌﾞﾗﾝｸ ﾍﾟｰｼﾞ) 空っ

ぽを満たす旅』／内田也哉子

『書くことの不純』／角幡唯介

【児童書】

『ナナのおけいこ』

／いとうひろし

『となりのきみのクライシス』

／濱野京子

『海のこびとと霧のおばけ』

／サリー・ガードナー

『世界が広がる！地図を読もう』

／今和泉隆行

『目標を達成するための時間管理が

身につく』／すわべしんいち

■次回　　４月４日（木）

【振内地区】　　10：00 ～ 12：00　山の駅ほろしり館

【貫気別地区】　14：00 ～ 16：00　貫気別生活館

■貸出期間は次回の巡回日までになります。

■毎月第一木曜日に運行します。

■貫気別支所・振内支所（青少年会館）で返却できます。

★★★　図書ワゴン運行予定　★★★

は休館日です

新着図書 ★他にもあります
★オンラインで検索できます ●　図書館の利用案内　●●　図書館の利用案内　●
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今
年
度
の
す
こ
や
か
だ
よ
り
で

は
「
が
ん
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ

ま
で
「
肺
が
ん
」「
大
腸
が
ん
」「
胃

が
ん
」「
乳
が
ん
」
と
４
つ
の
が
ん

に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
が
ん
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
月
で

最
後
に
な
り
ま
す

が
ん
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
知
ろ
う
‼

  保健福祉課からのお知らせ

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課 

保
健
推
進
係

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
）

　
　
　
　
　
　   

℡
４-

６
１
１
２

　「
前
立
腺
が
ん
」
っ
て
？

　

前
立
腺
は
、
男
性
の
み
に
あ
る

臓
器
で
す
。
膀
胱
の
下
に
位
置
し
、

尿
道
の
周
り
を
取
り
囲
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
前
立
腺
の
細
胞
が「
が
ん
」

化
し
て
異
常
増
殖
す
る
病
気
が
「
前

立
腺
が
ん
」
で
す
。

　

男
性
の
が
ん
の
中
で
か
か
る
こ

と
が
も
っ
と
も
多
く
、
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
で
根
治
を
目
指
せ
る

男
性
特
有
の
疾
患
で
す
。

　
症
状
に
つ
い
て

　

前
立
腺
が
ん
の
自
覚
症
状
と
し

て
は
、
残
尿
感
や
排
尿
時
の
痛
み
、

血
尿
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
自
覚
症
状

が
現
れ
る
の
は
、
か
な
り
が
ん
が

進
行
し
て
か
ら
で
、
初
期
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

す
こ
や
か
だ
よ
り
で
お
伝
え
し

て
い
ま
す
が
、
や
は
り
前
立
腺
が

ん
も
他
の
が
ん
と
同
様
に
、
早
期

は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
前
立
腺

が
ん
は
年
齢
や
人
種
、
男
性
ホ
ル

モ
ン
が
発
症
に
関
与
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
お
り
、
努
力
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

前
立
腺
が
ん
は
、
50
歳
代
か
ら

増
え
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
多
く
な

り
ま
す
。
50
歳
以
上
の
男
性
は
、

定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
検
査
を

　
　
　
　
　
　
す
る
の
？

　

前
立
腺
が
ん
で
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

と
呼
ば
れ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
を
し
ま
す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
は
前
立
腺

で
作
ら
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
で
、
前

立
腺
が
ん
が
あ
る
場
合
や
が
ん
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
量
が

多
く
な
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
は
、
採
血
で
簡
単

に
行
う
こ
と
が
で
き
、
平
取
町
で

は
検
診
費
用
の
助
成
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
来
年
度
の
検
診
受
診
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
が
ん
の
総
ま
と
め

　

５
つ
の
が
ん
に
つ
い
て
お
伝
え

し
て
き
ま
し
た
が
、
が
ん
予
防
の

た
め
に
は
共
通
し
て
正
し
い
生
活

習
慣
と
定
期
的
な
検
診
受
診
が
大

切
で
す
。

　

図
の
よ
う
に
、
日
頃
の
食
習
慣

や
運
動
習
慣
、
喫
煙
、
飲
酒
等
の

生
活
習
慣
を
見
直
し
、「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
が
ん
は
早
期
に
は
自
覚

な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
定
期
的

な
検
診
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
・
・
・

　

全
５
回
の
「
が
ん
」
シ
リ
ー
ズ

で
し
た
が
、
来
年
度
の
す
こ
や
か

だ
よ
り
で
も
皆
様
の
健
康
に
役
立

つ
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び

ら
と
り
の
入
口
に
喫
煙
に
関
す
る

啓
発
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

 

ぜ
ひ
、ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、

　
「
前
立
腺
が
ん
」
＆

　
　「
が
ん
総
ま
と
め
」
で
す
。

すこやかだよりすこやかだより
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前日イベント 義経雪あかり ２/ ３前日イベント 義経雪あかり ２/ ３

 2 月4 日㈰「第26 回全道PK グランプリ」が好天のもと、全道
各地から集まった78 チーム、約600 名の方々が二風谷ファミ
リーランドで熱戦を繰り広げました。
 雪上で味わう「びらとり和牛＆黒豚」も堪能していただき、冬
の一日をびらとりで大いに盛り上がりました。

熱い戦いにキックオフ！
全道PK グランプリ

　 平 取 町 商 工 会 が 主 催 す る「 義 経 雪 あ か り 」が
２月３日㈯、ふれあいセンターびらとり、本町か
つら通りを中心にアイスキャンドルや平取小学
校 児 童 に よ る 行 灯 で 幻 想 的 に 彩 ら れ、多 く の 町
民 が 訪 れ ま し た。豪 華 景 品 が 当 た る ビ ン ゴ 大 会
では、番号が出るたびに歓声が上がり、寒さも吹
き飛ぶ楽しい夜のひとときでした。

優勝 シリエージョ（浦河町）
選手も一緒に「ハイ、ポーズ！」 ふるさと納税ブースも開設

美味しい焼肉でエネルギー充電‼


